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４
月
18
日
行
わ
れ
た
議
会
議

員
選
挙
に
お
い
て
、
町
民
の
負

託
を
受
け
た
12
名
の
議
員
が
選

出
さ
れ
、
南
大
隅
町
議
会
５
期

目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま

た
、
女
性
議
員
３
名
の
他
に
、

新
人
４
名
が
加
わ
り
、
新
た
な

議
会
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

４
月
28
日
に
初
議
会
が
開
催

さ
れ
、
議
長
に
松
元
勇
治
氏
、

副
議
長
に
木
佐
貫
徳
和
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員

は
上
之
園
健
三
氏
と
な
り
ま
し

た
。総

務
民
生
、
教
育
産
業
、
広

報
広
聴
各
常
任
員
会
の
構
成

も
別
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
大
隅
肝
属
地
区

消
防
組
合
、
大
隅
肝
属
広
域
事

務
組
合
、
南
大
隅
衛
生
管
理
組

合
の
議
会
代
表
の
各
議
員
も
決

定
し
ま
し
た
。

ス
ム
ー
ズ
な
議
会
運
営
を
心

掛
け
、
町
民
に
わ
か
り
や
す
く

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

な
お
、
今
後
は
６
月
会
議
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

上之園　健三 浪瀬　敦郎 日髙　孝壽 森田　重義 後藤　道子

大坪　満寿子 幸福　恵吾 大村　明雄 平瀬　十助 津崎　淳子

議　員（議席順）

松元　勇治

議
長

木佐貫　徳和

副
議
長

新たな議会のスタート！
新体制12名の議員
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※�常任委員会の任期は２年間となっています。この他、必要があると判断された
場合、その都度、特別委員会が設置されます。

南大隅町議会構成

　

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
推
挙
に
よ
り
、
南
大
隅
町
議
会
議
長
に

選
任
し
て
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
そ
の
責
任
の

重
さ
を
深
く
感
じ
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

　

今
ま
で
の
議
会
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
を
引
き
継
ぎ
、
新
体
制
で
一

層
励
み
、
各
議
員
、
町
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
誠
意
を
尽
く
し

て
万
事
に
あ
た
る
所
存
で
す
。
公
正
、
公
平
を
旨
と
し
て
、
二
元
代

表
制
の
一
方
の
担
い
手
と
し
て
、
主
体
的
な
議
会
活
動
を
通
じ
て
、

議
会
機
能
の
強
化
及
び
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
町
民
の
信
託
を
受
け

た
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
運
営
を
行
い
、

町
政
の
益
々
の
進
展
と
地
方
自
治
の
発
展
の
た
め
最
善
の
努
力
を
い

た
す
と
こ
ろ
で
す
。

松　
元　
勇　
治

木
佐
貫　
徳　
和

　
議
長
就
任
の
ご
挨
拶

　
副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶

　

４
月
28
日
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
南
大
隅
町
議
会
副
議
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
え
な
い
中
、
町
民
の

皆
様
の
健
康
で
安
全
な
生
活
が
で
き
ま
す
よ
う
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
町
民
の
負
託
に
全
力
で
傾
注
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
一
層
の
ご
助
言
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総務民生常任委員会 教育産業常任委員会 広報広聴常任委員会
◦ 津　崎　淳　子 ◦ 日　髙　孝　壽 ◦ 幸　福　恵　吾
○ 森　田　重　義 ○ 大　坪　満寿子 ○ 後　藤　道　子

浪　瀬　敦　郎 後　藤　道　子 森　田　重　義
大　村　明　雄 上之園　健　三 上之園　健　三
幸　福　恵　吾 平　瀬　十　助 平　瀬　十　助
木佐貫　徳　和 松　元　勇　治 大　坪　満寿子

◦委員長  　○副委員長● 常任委員会

◦ 津　崎　淳　子 幸　福　恵　吾 大　坪　満寿子
○ 日　髙　孝　壽 森　田　重　義 後　藤　道　子

木佐貫　徳　和

● 議会運営委員会構成

大隅肝属広域事務組合 大隅肝属地区消防組合 南大隅衛生管理組合
後　藤　道　子 森　田　重　義 浪　瀬　敦　郎
木佐貫　徳　和 大　村　明　雄 平　瀬　十　助

上之園　健　三

● 一部事務組合議会議員

● 議会選出監査委員
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※比率は四捨五入しており、合計は100%にならない場合があります。

町税の内訳
　町税の内訳は、下表のとおりです。
　町税は、貴重な自主財源ですので、公平、公正な課税に努めているところです。期限内の納税を心掛け
ましょう。

　町の歳入は、町税等、地方自治体の権利能力に基づいて自主的に収入される「自主財源」と、国や県等
の意志決定に基づき歳入される「依存財源」に大別できます。
　下のグラフのとおり、本町財政は自主財源に乏しく、国や県からの交付金や補助金、事業資金調達のた
めの借入金等の依存財源の割合が高くなっています。
　国県補助事業の積極的な活用や借入金の有効活用を図りながらの財政運営に努めています。

一般会計歳入予算の内訳

依
存

財 源

  自 主

財
源収入

70億
2,842万円

町税
541,499千円

7.7％

分担金及び負担金
使用料及び手数料

財産収入など
1,373,463千円

19.5％

地方消費税交付金、
地方譲与税など

218,009千円　3.1％

地方交付税
3,124,554千円

44.5％

国県支出金
1,026,395千円

14.6％

町債
744,500千円

10.6％

税　　　目 令和３年度予算額 令和２年度予算額 比較
町 民 税 161,218 172,027 △ 10,809
固 定 資 産 税 311,309 315,384 △ 4,075
軽 自 動 車 税 29,648 29,599 49
町 た ば こ 税 39,000 39,000 0
入 湯 税 324 900 △ 576

町税合計 541,499 556,910 △ 15,411

（単位：千円）

一般会計予算　70億2千842万円 
対前年度比 6億5千267万円減
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支出
70億
2,842万円

議会費
89,831千円　1.3％

民生費
1,612,221千円
22.9％

総務費
1,566,188千円
22.3％

衛生費
605,747千円
8.6％

農林水産業費
505,728千円
7.2％

商工費
304,690千円
4.3％

土木費
367,352千円
5.2％

消防費
215,238千円
3.1％

教育費
528,215千円
7.5％

災害復旧費、予備費
77,608千円
1.1％

公債費
1,155,602千円
16.4％

※比率は四捨五入しており、合計は100%にならない場合があります。

町の借入金残高の状況
　本庁舎建設事業の影響で借入金残高が令和２年度末に１０８億を超える見込みですが、その後は減少す
ると予測されています。
　町が借り入れた地方債の中には、その償還費の全額もしくは一部を、国が補填しているものもあります。

　下のグラフは、町の歳出予算を目的別に分類し比率を示したものです。各種社会保障関係の経費である
「民生費」の比率が最も高く、次いで、総務費、公債費、衛生費、教育費、農林水産業費、土木費、商工費、
消防費、議会費の順になっています。

一般会計歳出予算の内訳

会計名 平成29年度末 平成30年度末 令和元年度末 令和2年度末見込 令和3年度末見込

一 般 会 計 9,932,141 10,410,163 10,575,944 10,810,382 10,447,534 
特
別
会
計

診療所 114,940 115,457 104,775 96,645 83,325 

下水道 240,489 216,279 186,294 153,887 129,559 

（単位：千円）

令和３年度当初予算は
骨格予算です
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注目!!令和３年度 一般会計予算
プレミアム商品券発行事業
（商工観光課農商工連携係）

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り低迷した地域経済の活性化及び生活支
援を図るために、プレミアム商品券を発
行し、個人消費を喚起し、地元消費の拡
大と地域経済の活性化を図ります。

1千856万7千円

庁舎建設事業
（総務課庁舎整備室）

　昨年末から開始されている旧庁舎の解
体と、新庁舎の玄関ひさし部分も令和３
年度内に完成予定です。
　その後に、周辺の外構整備等を計画し
ています。

5億3千431万9千円

町道維持・橋梁等補修
事業（建設課土木係）

　町内の道路を安心・安全に通行できる
よう、シルバー人材センターへの委託に
よる除草作業や補修作業を行います。併
せて権限移譲を受けている佐多岬公園
線、国道 269 号線（今市～大浜）、県道
鹿吾佐線（尾波瀬～大泊）についても計
画的な除草作業を実施します。
　道路整備及び橋梁等補修事業について
は、計画的な維持補修や、定期点検によ
り安心安全な交通基盤整備を図ります。

1億2千368万8千円

地域振興施設整備事業
補助金（総務課総務係）
　自治会機能を維持し、行政事務の連絡調整、
自治会員の共助による健やかな生活のために必
要な施設整備を支援します。公民館、防犯灯、
放送施設等の新設、維持補修等に係る経費の一
部を助成します。

1千500万円
消防関連事業

（総務課消防交通係）
　町民の生命・財産を守るため、定期的な訓練、
防火宣伝、年末警戒活動を行うとともに消防資
機材の適正な維持管理に努めます。また、１市
４町で組織している大隅肝属地区消防組合の運
営に係る経費の一部を負担しています。

1億9千256万7千円
種子島周辺漁業対策事業
（経済課水産係）

　ねじめ漁業協同組合養殖係留施設の更新を図
り、安定した養殖魚の生産、出荷による経営の
安定を支援します。

7千584万円

新型コロナウイルス
ワクチン接種対策事業
（町民保健課保健衛生係）

　新型コロナウイルス感染症予防対策のため、
町民の方へ迅速かつ適切なワクチン接種ができ
るよう、必要な経費を計上します。

5千627万6千円
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注目!!令和３年度 一般特別会計予算
介護保険事業

（介護福祉課介護保険係）
　介護保険制度は、南大隅町が保険者となっ
て運営しています。40 歳以上の方は、加入者

（被保険者）となって保険料を納め、介護が必
要となったときには、費用の一部を支払って
サービスを利用できるしくみです。　

12億7千432万8千円

診療所事業
（支所　診療所グループ）

　伊座敷・郡の両地区常勤医師による４診療所の内科
診療と、おぐら病院整形外科医師及び理学療法士の派
遣による整形外科診療、リハビリ等で地域医療の充実
と患者の負担軽減、運動機能向上に努めます。また、
救急時の連携医療機関である肝属郡医師会立病院との
連携により、地域医療支援及び在宅支援診療等の充実
を図り、治療・疾病予防及び健康管理に努め、地域住
民が安心して生活が送れるよう診療を行います。なお、
本年度は電子カルテシステムを更新し、質の高い医療
と患者サービスの向上に努めます。

1億5千252万円

一般介護予防事業
（介護福祉課介護予防係）
　65 歳以上の全ての高齢者を対象とした介護予防
事業として、各種健康教室を開催します。
　認知機能や身体機能低下予防に重点を置いたパ
ワーアップ運動教室や、筋力アップ及び行き場所、
居場所、役割づくりとなるころばん体操の普及を図
り、一人ひとりの生きがいのある生活を支援できる
よう努めます。また老人クラブやサロン団体の参加
者へ栄養教室や口腔教室を行い、介護予防への意識
の普及啓発を図ります。地域リハビリテーション活
動支援事業として運動教室やサービス事業所等とリ
ハビリ専門職との連携を推進することにより、高齢
者の自立支援に向けた取り組みを支援します。

1千112万4千円

子どものための教育・
保育給付事業

（介護福祉課福祉係）
　国の保育料無償化に伴い、3 歳児から 5 歳
児の副食費（基準額 4,500 円）助成と 0 歳か
ら 2 歳児の保育料軽減を行い、子育て世代の
経済的負担を緩和し、次世代を担う児童の健
やかな成長を促進します。
　　第１子・第２子 ：保育料半額
　　第３子目以降 ：保育料無料

2億1千955万6千円

南大隅町水道事業
（建設課水道係）

　南大隅町水道事業では、清浄にして豊富低
廉な水の供給を図り、公衆衛生の向上と生活
環境の改善に寄与します。

（R2.4.1 現在）
給水人口…6,840 人、3,811 世帯
水源地…… 18 ヶ所、浄水場 6 ヶ所、配水池

32 ヶ所、加圧ポンプ場 6 ヶ所

4億7千633万5千円

子ども子育て支援事業
（介護福祉課福祉係）

　小学生の児童を対象に、放課後の健全な遊
びや共同生活を通じた自主性・社会性・創造
性の向上を図るとともに、子育て支援センター
を通じて、子育て世代のサポートや保育所に
よる一時預かり事業、延長保育、病後児保育
等、保育体制の確立と保育の質の向上を推進
し、子育て負担の一時的緩和を図ります。

6千147万9千円
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令和３年度予算審査特別委員会

チェックします！
新型コロナウイルスワクチン対策

議　　員 接種計画は？

町民保健課 情報収集に努め、錦江町と連携を図りながら接種方法・推進
方法について、ワクチン配分等を考慮して柔軟に対応します。

01

プレミアム商品券発行
議　　員 購入を希望する住民全体に公平に入手できるような改正を

考えているか。

商工観光課 商工会とも連携をとり、制度設計します。

02

多面的機能支払交付金
議　　員 事業内容は。

経　済　課

農業者や地域住民などの組織に対して、①水路の土泥上げ
や農道の草刈りなど、②地域資源の基礎的保全活動、③水路・
農道等の補修や景観形成など地域資源の質的向上を図る共
同活動、④水路・農道等の施設の長寿化のための活動を支
援しています。

03

南大隅高等学校存続推進
議　　員 地域未来留学事業の現状は。

教育振興課 錦江町及び関係機関と協議しながら、継続して推進
していきます。

04

　令和３年度、一般会計予算は、町長改選の年で骨格予算となっており、予算総額70憶２千
842万円で、前年度比６憶５千267万円の減となっています。
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結果

浪
瀬　
敦
郎

松
元　
勇
治

津
崎　
淳
子

後
藤　
道
子

日
髙　
孝
壽

大
坪
満
寿
子

大
久
保
孝
司

木
佐
貫
徳
和

大
村　
明
雄

予算 令和２年度一般会計補正予算（第９号）について（歳入歳出 3,200 万円追加） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
契約 Ｘ線骨密度測定装置購入契約の締結について（佐多診療所設置－624万８千円） 可　　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

訴訟 工作物収去土地明渡請求訴訟の和解について（佐多、四谷浄水場送水管に
関わる土地明渡請求事件） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

（２月の議案審議結果）
予算 令和２年度一般会計補正予算（第 10号）について（歳入歳出 38,62 万 1千円追加） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

指定

ねじめ温泉・ネッピー館の指定管理者について（管理者－ IHU㈱　期間－ 5年間） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
観光交流物産館の指定管理者について（管理者－田嶋醸造商店合同会社　期間－ 5年間） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
大浜海浜公園の指定管理者について（管理者－DREAMウェルネス　期間－ 5年間） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
佐多岬ふれあいセンターの指定管理者について（管理者－南大隅町開発㈱　期間－5年間） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
半潜水型水中展望船の指定管理者について（管理者－田尻地区観光推進組合　期間－5年間） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
半潜水型水中展望船待合所の指定管理者について（　　　同上　　　　　　　　　��〃　　） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
緑茶加工施設の指定管理者について（管理者－鹿児島きもつき農業共同組合　期間－1年間） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
漁船保全修理施設の指定管理者について（管理者－田尻地区観光推進組合　期間－ 5年間） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
高齢者支援センターの指定管理者について（管理者－南大隅町シルバ－人材センター　期間－ 5年間） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
老人福祉センターの指定管理者について（管理者－南大隅町社会福祉協議会　期間－ 5年間） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
町立歯科診療所の指定管理者について（管理者－佐多地区歯科診療所　期間－ 1年間） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

（３月の議案審議結果）

予算

令和２年度一般会計補正予算（第 11号）の専決処分の承認について（歳
入歳出 4,800 万円追加） 承認可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

令和２年度一般会計補正予算（第 12号）について（歳入歳出 4億 329 万円減額） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
令和２年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　診療所事業特別会計補正予算（第３号） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算（第３号） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算（第２号） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　下水道事業特別会計補正予算（第 1号） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　水道事業会計補正予算（第４号） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
令和３年度一般会計予算について（歳入歳出 70億 2,842 万円と定める） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　国民健康保険事業特別会計予算について 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　診療所事業特別会計予算について 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　介護保険事業（保険事業勘定）特別会計予算について 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計予算について 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　下水道事業特別会計予算について 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　後期高齢者医療事業特別会計予算について 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　水道事業会計予算について 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

財産 財産の取得について議決を求める件（佐多、四谷浄水場に関する
山林を 3,200 万円で買受け和解） 可　　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

条例

手数料条例の一部を改正する条例制定の件（番号利用法に規定す
る通知カードの再交付手数料が削除 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

町営住宅条例の一部を改正する条例制定の件 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
国民健康保険条例の一部を改正する条例制定の件 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
介護保険条例の一部を改正する条例制定の件 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制定の件 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例制定の件（押印廃止に伴う改正） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例制定の件　（　　　　〃　　　　） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
火入れに関する条例の一部を改正する条例制定の件　　　　　（　　　　〃　　　　） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

規約
南大隅衛生管理組合規約の一部変更（番地変更と組合議員の定数削減） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少
及び同組合規約の変更 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

私の判断 （○…賛成、×…反対）
※議長は表決には加わりません。（１月の議案審議結果）
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 一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点を資し、所信の表明を求める
もので、議員固有の権能として与えられたものです。
　一人当たり持ち時間は、答弁を含め 60 分です。掲載されている内容は、質問者自身が要約し広
報委員が構成したものです。
※ 本議場は、登壇席、質問席に新型コロナウイルス感染予防対策としまして、飛沫拡散防止にアク

リル板を設置しております。

質問順 質　　問　　事　　項 質問議員

１ ・新型コロナウイルスワクチンの接種の取り組みについて
・公共のトイレについて 津　崎　淳　子

２ ・スマート農業の推進について
・男女共同参画社会実現のための取り組みについて 後　藤　道　子

３ ・教育環境について
・マイバックの推進について 大　坪　満寿子

４ ・水産業支援について
・農業振興について 大久保　孝　司

質 問般一
町政を問う！ ３月会議
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高齢者へのワクチン接種は、重症化を防げる意味が大きい。議員のひとり言

　
　
接
種
場
所
は
、
佐
多
地
区
は
佐
多

診
療
所
で
、
根
占
地
区
は
民
間
の
2

病
院
で
の
個
別
接
種
を
実
施
。
集
団
接
種
は
、

錦
江
町
の
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
と
聞
き
ま
し
た

が
変
わ
り
は
な
い
か
。

　
　
現
時
点
で
は
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
送
迎
バ
ス
を
出
す
方
向
で
調
整
中

と
聞
き
ま
し
た
が
、
集
団
接
種
の
み

か
根
占
地
区
の
民
間
2
病
院
に
も
運
行
す
る
の

か
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
に
よ
り
、

会
場
、
方
法
も
変
わ
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
ま
す
。
住
民
の
方
が
ス
ム
ー
ズ
に
接
種
で

き
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
交
通
弱
者
の
方
が
多
い
の
で
個
別

に
も
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

次
に
、
予
約
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
る
と
の

こ
と
で
ど
の
よ
う
に
予
約
を
す
る
の
か
。

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
電
話
を
使
っ

た
予
約
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
予
定

で
す
。
あ
わ
せ
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
も
設
置
す

る
予
定
で
す
。

　
　
予
約
し
て
当
日
に
キ
ャ
ン
セ
ル

の
場
合
は
、
薬
液
を
廃
棄
す
る
の
か
、

役
場
か
病
院
に
連
絡
す
る
の
か
。

　
　
錦
江
町
、
医
師
会
立
病
院
と
協
議

を
重
ね
て
で
き
る
だ
け
ワ
ク
チ
ン
の

無
駄
の
な
い
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
ど
の
よ
う

な
業
務
内
容
か
。

　
　
電
話
に
よ
る
予
約
受
付
と
接
種
に

関
す
る
一
般
的
な
相
談
に
対
応
し
ま

す
。
よ
り
専
門
的
な
質
問
に
関
し
て
は
、
国
や

県
が
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
窓
口
と
な

り
ま
す
。

　
　
予
診
票
（
接
種
券
）
は
町
民
に
発
送

さ
れ
る
か
。
ま
た
、
来
院
時
に
予
診
票

を
忘
れ
た
時
の
対
応
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

　
　
チ
ラ
シ
等
と
一
緒
に
郵
送
し
ま
す
。

持
参
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
周
知
を

徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
国
や
マ
ス
コ
ミ
が
連
日
報
道
す
る

こ
と
を
聞
き
、
町
民
の
方
は
い
つ
接

種
で
き
る
の
か
、
副
反
応
は
大
丈
夫
な
の
か
、

接
種
す
べ
き
か
と
心
配
や
不
安
に
な
っ
て
い
る

方
が
多
い
で
す
。
国
の
指
針
が
次
々
と
変
わ
り

ま
す
が
、
行
政
と
し
て
い
つ
で
も
接
種
が
始
め

ら
れ
る
よ
う
準
備
体
制
を
日
々
、
考
え
ら
れ
て

い
る
事
を
町
民
の
方
々
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
町
民
の
方
々
の
不
安
要
素
が
減
れ
ば
と
思

い
質
問
し
ま
し
た
。
薬
液
が
確
保
で
き
て
、
接

種
体
制
が
整
い
ま
し
た
ら
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
周
知
し
て
下
さ
い
。

　
　
平
成
29
年
度
６
月
会
議
の
一
般
質

問
で
指
摘
の
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、

改
善
を
行
い
、
清
掃
等
に
つ
い
て
も
委
託
し
、

お
お
む
ね
整
備
で
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

24
ヶ
所
を
見
て
回
り
、
電
灯

が
点
灯
し
な
い
所
が
あ
っ
た
か
。

　
　

通
告
後
、
夜
間
に
見
回
り
、
不
具
合

の
箇
所
は
修
繕
を
依
頼
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
定
期
的
な
点
検
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
質
問
を
し
ま
し
た
。

・�

ト
イ
レ
の
故
障
・
ペ
ー
パ
ー
不
足
等
の
時
に

連
絡
先
の
表
示
が
必
要
で
は

　
委
託
先
、
地
元
自
治
会
と
協
議
し
ま
す

・�

さ
た
で
い
ラ
ン
ド
が
休
止
し
、
鹿
吾
佐
線
に

ト
イ
レ
が
な
い
区
間
が
長
く
な
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か

　
大
隅
縦
貫
道
の
整
備
区
間
で
ト
イ
レ
の
整
備

の
可
能
性
を
検
討
し
ま
す

・�

大
泊
住
宅
前
ト
イ
レ
は
老
朽
化
で
解
体
の
方

向
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
そ
の
後
は

　

地
元
自
治
会
の
要
望
で
残
し
ま
す

　

築
50
年
以
上
経
ち
、
耐
震
、
衛
生
面
、
団
地

の
方
々
へ
の
影
響
を
考
え
れ
ば
、
い
ず
れ
解
体
の

方
向
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

先
進
地
で
は
、
公
衆
ト
イ
レ
を
「
お
も
て
な
し
」

の
象
徴
と
し
て
次
々
に
新
し
く
さ
れ
観
光
客
も

増
え
ま
し
た
。
観
光
場
所
が
素
晴
ら
し
く
て
も

ト
イ
レ
が
汚
け
れ
ば
南
大
隅
町
全
体
の
印
象
も

悪
く
な
り
ま
す
。
ト
イ
レ
の
き
れ
い
さ
が
観
光
地

の
印
象
を
向
上
さ
せ
る
と
思
う
の
で
、
古
い
ト
イ

レ
の
見
直
し
を
提
言
し
ま
す
。

議員

議員議員

議員議員

議員

議員

議員

問新型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
の
準
備
状
況
は

津
崎 

淳
子  

議
員

問町内の公
衆
ト
イ
レ
・
多
目
的

ト
イ
レ
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

商工
観光
課長

町長

答

町長

錦
江
町
と
連
携
し
、
肝
属
郡
医
師
会
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

町民
保健
課長

町民
保健
課長

町民
保健
課長

町民
保健
課長

町民
保健
課長

町民
保健
課長
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現
在
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
平
成
28
年
４
月
に
南
大
隅
町
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
、

広
報
啓
発
活
動
の
推
進
、
地
域
や
職
場
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
、
男
女
の
人

権
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り
を
基
本
目
標

と
し
て
お
り
ま
す
。
本
町
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
広
報
用
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
必
要
と
考
え
る
取
り
組

み
は
。

　
　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌

を
活
用
し
て
広
く
町
民
に
情
報
を

提
供
し
、
県
や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
啓

発
推
進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
専
門
の
講
師
を
招
き
、
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
研
修
会
や
講
習
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
や
職
場
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
が
図
ら
れ

ま
す
。

　
　

ま
ず
は
職
員
の
周
知
を
図
る

た
め
の
研
修
を
や
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　

今
後
は
小
さ
い
時
か
ら
の
教
育
が
大

事
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
の
で

県
の
事
業
で
も
あ
り
ま
す
が
、
小
学
校
、

中
学
校
で
の
単
独
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
の
定
義
の
中
に
「
男

女
が
社
会
の
平
等
な
構
成
員
と
し
て
、

自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
加
す
る
機

会
が
確
保
さ
れ
」
と
、
う
た
っ
て
あ
り

ま
す
。

　

今
後
は
自
治
体
関
連
団
体
の
役
員
構

成
の
男
女
の
比
率
も
考
え
て
い
く
べ
き

と
考
え
ま
す
。
み
ん
な
が
優
し
い
思
い

で
で
き
る
町
づ
く
り
の
た
め
の
男
女
共

同
参
画
社
会
を
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

遠き慮りなき者は必ず近き憂いあり議員のひとり言

　
　

令
和
元
年
度
12
月
会
議
に
お

い
て
環
境
制
御
技
術
装
置
を
３

農
場
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
器
を
10

農
場
に
設
置
と
の
答
弁
で
し
た
が
、
農

作
業
の
省
力
化
や
栽
培
環
境
デ
ー
タ
の

把
握
な
ど
は
で
き
て
い
る
か
。

　
　

地
域
Ｉ
Ｏ
Ｔ
実
装
推
進
事
業

で
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
５
年
契
約

で
デ
ー
タ
蓄
積
を
行
う
計
画
で
す
。
個

人
ご
と
の
施
設
の
デ
ー
タ
は
確
認
で
き

て
い
ま
す
が
、
検
討
会
は
実
施
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　
　

畜
産
分
野
で
牛
群
管
理
シ
ス

テ
ム
を
19
農
場
に
設
置
と
の
答

弁
で
し
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。

　
　

現
状
は
そ
の
ま
ま
活
用
し
て

繁
殖
成
績
の
向
上
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
　

本
町
の
農
業
基
盤
は
小
規
模

農
家
が
多
数
で
法
人
化
さ
れ
て

な
い
の
で
、
ス
マ
ー
ト
機
器
の
購
入
を

任
意
団
体
等
を
設
立
し
て
導
入
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　

今
後
、
組
織
等
で
示
さ
れ
る

事
業
内
容
の
も
の
に
つ
い
て
は

活
用
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

ス
マ
ー
ト
機
器
の
購
入
補
助

だ
け
で
な
く
、
機
器
を
使
い
こ

な
す
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
も

必
要
だ
と
考
え

る
の
で
検
討
し

て
い
た
だ
き
た

い
。

後
藤 

道
子  

議
員

議員

議員議員

議員

議員

議員

議員

問スマ
ー
ト
農
業
の
状
況
は

答

町長

研
修
会
や
講
習
会
を
開
催
し
職
場
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図
り
ま
す

問男女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
取
り
組
み
は

町長町長

経済
課長

経済
課長

経済
課長

答

町長

ス
マ
ー
ト
機
器
の
活
用
を
継
続
的
に

取
り
組
む
考
え
で
す

スマート機器ドローン
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誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い

教
育
環
境
が
早
く
整
い
よ
か
っ
た

で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
も
大
人
同

様
、
テ
レ
ビ
を
初
め
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
画

面
を
見
な
い
日
は
無
い
と
考
え
る
が
、
学

校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
時
間
は
。

　
　

今
は
週
に
数
回
程
度
の
使
用

状
況
で
す
が
、
一
人
一
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
完
全
配
備
が
完
了
し
た
令
和

３
年
度
か
ら
は
、
使
用
時
間
は
大
幅
に

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。　

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
の
ス

ク
リ
ー
ン
は
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
量
が

多
く
視
力
の
低
下
や
ド
ラ
イ
ア
イ
が
発
症
の

可
能
性
も
あ
る
と
の
報
告
が
あ
る
が
、
ブ
ル

ー
ラ
イ
ト
カ
ッ
ト
フ
イ
ル
ム
や
ブ
ル
ー
ラ
イ

ト
カ
ッ
ト
眼
鏡
を
導
入
で
き
な
い
か
。

　
　

今
後
、
学
校
に
お
け
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
使
用
状
況
等
を
把
握
し
、

必
要
に
応
じ
て
購
入
等
も
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

議員

議員

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
政
策
の
メ
リ
ッ

ト
は
多
々
あ
る
と
考
え
る
が
、

情
報
機
器
が
子
ど
も
た
ち
の
身
体
に
及

ぼ
す
デ
メ
リ
ッ
ト
も
考
慮
し
て
、
ブ
ル

ー
ラ
イ
ト
カ
ッ
ト
フ
イ
ル
ム
や
ブ
ル
ー

ラ
イ
ト
カ
ッ
ト
眼
鏡
を
導
入
し
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
身
体
が
育
ま
れ
る

よ
う
要
望
し
ま
す
。　

　
　

本
町
に
お
い
て
15
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
で
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
夏
祭
り
、
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
、
岬
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
ほ
と
ん
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
、
ま
た
外

出
自
粛
要
請
も
あ
り
、
社
会
全
体
に
閉

塞
感
が
漂
状
況
で
し
た
。
私
も
町
が
少

し
で
も
明
る
く
な
る
よ
う
な
事
業
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
私
の

任
期
間
内
の
実
施
は
難
し
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
町
に
活
気
が
戻
ら

ず
、
未
だ
多
く
の
町
民
が
影
響
を
受
け

て
お
ら
れ
ま
す
。
町
に
少
し
で
も
活
気

を
取
り
戻
す
た
め
に
、
一
つ
の
ア
イ
デ

ア
と
し
て
、
町
民
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
募

集
し
エ
コ
バ
ッ
グ
を
商
品
化
、
町
民
に

は
無
料
配
布
。

　

商
品
化
し
た
エ
コ
バ
ッ
グ
を
店
頭
販

売
し
、
観
光
客
が
購
入
し
て
く
だ
さ
れ

ば
町
の
Ｐ
Ｒ
に
な
り
ま
す
。
都
会
で
暮

ら
す
家
族
や
友
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

る
方
、
ま
た
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

に
も
な
り
ま
す
。

　

南
大
隅
町
に
は
佐
多
岬
、
雄
川
の
滝
、

辺
塚
だ
い
だ
い
を
は
じ
め
、
多
く
の
柑

橘
類
や
ね
じ
め
ビ
ワ
茶
、
黄
金
カ
ン
パ

チ
な
ど
多
く
の
特
産
品
や
素
晴
ら
し
い

観
光
地
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
題
材

に
す
る
だ
け
で
も
素
晴
ら
し
い
エ
コ
バ

ッ
グ
が
出
来
る
の
で
は
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た

め
イ
ベ
ン
ト
な
ど
中
止
続
き
の
町
に
少

し
で
も
活
気
が
戻
る
よ
う
、
是
非
、
前

向
き
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

大
坪 

満
寿
子  

議
員

議員

エコバッグ、ぜひ次の町長に引き継いでほしいなぁ～議員のひとり言

町長

問教育
環
境
に
つ
い
て

　

�

本
町
に
お
け
る
一
人
一
台

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
政
策
の
進
捗
状
況
は

答

教育長

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た
環
境
整
備
計

画
に
基
づ
き
令
和
２
年
度
で
一
人
一
台
の

整
備
が
完
了
し
ま
し
た

問南大隅
町
独
自
の
マ
イ

バ
ッ
グ
を
作
成
、
町
民

に
配
布
す
る
考
え
は

教育長教育長

議員

パソコン・タブレット
使用時のみ着用を推進
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令
和
２
年
度
、
水
産
業
販
売

額
は
前
年
比
21
億
１
千
２
百
万

円
の
減
収
で
あ
る
が
国
・
県
・
町
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
は
ど
れ
ほ
ど
支

援
さ
れ
た
か
。
ま
た
、
今
後
の
支
援
計

画
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

本
町
の
水
産
業
販
売
額
の
９

割
を
占
め
て
い
る
養
殖
業
の
カ

ン
パ
チ
が
大
幅
な
減
収
で
、
国
の
販
売

促
進
事
業
、
県
の
学
校
給
食
へ
の
食
材

購
入
、
本
町
で
は
漁
業
者
支
援
と
し
て

個
人
15
万
円
、
法
人
に
30
万
円
の
給
付

金
と
、
３
漁
協
に
２
百
40
万
円
を
補
助

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
国
・
県
支
援

事
業
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

令
和
元
年
の
一
次
産
業
生
産

額
に
対
し
て
30
％
の
実
績
で
あ

っ
た
が
、
令
和
２
年
は
19
％
の
現
状
で

あ
る
が
、
今
後
の
支
援
策
と
し
て
県
な

ど
へ
の
呼
び
か
け
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

加
工
や
冷
凍
等
の
６
次
産
業

化
へ
の
推
進
、
販
路
の
推
進
事

業
等
の
自
活
で
き
る
方
法
論
も
ア
プ
ロ

ー
チ
を
か
け
て
い
く
べ
き
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　

令
和
２
年
農
業
生
産
額
の

目
標
は
達
成
さ
れ
た
か
。
ま
た
、

令
和
３
年
の
目
標
額
は
設
定
さ
れ
て
い

る
か
。

　
　

耕
種
で
は
18
億
円
の
目
標
に

対
し
６
千
万
円
、
畜
産
で
90
億

円
に
対
し
て
６
億
５
千
万
円
と
い
ず
れ

も
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
の

目
標
生
産
額
は
耕
種
19
億
５
千
万
円
、

畜
産
98
億
円
と
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

今
回
、
耕
種
の
増
額
予
定
は

馬
鈴
薯
、
暖
房
イ
ン
ゲ
ン
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
、
果
樹
部
門
で
あ
り
、
併
せ

て
担
い
手
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

平
成
28
年
度
に
策
定
さ
れ
た

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
は
基
本
施

策
の
事
業
見
直
し
の
時
期
で
あ
る
が
計

画
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

令
和
７
年
度
ま
で
の
10
年
間

を
計
画
期
間
と
定
め
令
和
２
年

度
を
中
間
目
標
年
度
で
見
直
し
を
想
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連
で
適
当
で
な
い
と
判
断
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
と
農
業
者
の
実
態
を
把
握
し
後
期
計

画
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
　

令
和
３
年
度
に
つ
い
て
委
託

に
よ
る
見
直
し
事
業
を
計
画
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
　

３
年
度
６
月
補
正
で
委
託
事

業
に
よ
り
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

農
業
生
産
性
向
上
の
技
術
指

導
、
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
早

期
実
現
を
図
る
た
め
、
農
業
技
術
員
の

増
員
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

現
在
、
町
に
２
名
の
営
農
指

導
員
が
在
職
し
、
大
隅
地
域
振

興
局
農
政
普
及
課
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て

い
ま
す
。
農
家
の
信
頼
も
厚
く
、
新
規

就
農
者
や
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
技
術
指
導
並

び
に
農
家
と
の
つ
な
ぎ
役
も
担
っ
て
お

り
ま
す
。
本
体
制
は
農
業
振
興
に
欠
か

せ
な
い
た
め
、
現
在
２
名
の
営
農
指
導

員
と
活
動
で
き
る
指
導
員
の
確
保
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

農
作
業
事
故
防
止
策
と
し
て

改
良
す
べ
き
農
道
、
未
舗
装
農

道
の
調
査
と
農
道
整
備
を
年
次
的
に
進

め
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

町
内
農
道
の
総
延
長
は
約

１
９
２
㎞
あ
り
、
農
道
の
軽
微

な
補
修
は
農
作
業
労
力
軽
減
支
援
事
業

や
多
面
的
機
能
支
援
交
付
金
事
業
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
耕
作
者
で
対
応
で
き

な
い
場
合
は
公
共
性
、
公
平
性
を
踏
ま

え
て
計
画
的
に
補
助
事
業
や
町
単
事
業

で
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

一
般
会
計
の
農
地
費
の
中
に

農
道
整
備
等
の
経
費
が
入
っ
て

い
る
が
、
農
道
工
事
費
を
設
け
て
農
業

委
員
の
農
道
調
査
の
協
力
を
得
る
方
向

性
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

現
在
、
農
地
費
を
経
済
課
、

建
設
課
が
共
有
し
て
い
ま
す
の

で
新
た
な
費
目
を
創
設
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
り
ま
す
の
で
、
令
和
４
年
度
に

向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
久
保 

孝
司  

議
員

議員

議員

議員議員

議員議員

議員議員 問水産
業
支
援
策
に
つ
い
て

町長

町長

町長

町長

町長

町長

総務
課長

経済
課長

経済
課長

問農業振
興
に
つ
い
て
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社
会
福
祉
協
議
会
冨
田
局
長
及
び
介
護
福
祉

課
係
長
級
以
上
の
職
員
の
出
席
を
求
め
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
概
要
等
調
査
を
行
い
ま
し
た
の

で
報
告
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
町
委
託
事
業
11
、
町

補
助
事
業
３
、
県
社
協
委
託
事
業
３
、
負
担
契

約
事
業
１
、
社
協
自
主
事
業
５
、
協
力
事
業
３

の
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
外
郭
団
体
と
し

て
６
つ
の
福
祉
団
体
の
運
営
及
び
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
も
３
年
程
前
ま
で
は
、
人
件

費
ま
で
カ
バ
ー
で
き
る
収
益
が
あ
っ
た
が
、
最

近
は
認
定
区
分
の
低
い
方
の
利
用
が
多
く
、
収

益
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
利
用

者
も
年
々
減
少
し
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

佐
多
支
所
で
行
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

事
業
に
つ
い
て
は
、
本
部
か
ら
距
離
が
遠
く
、

ま
た
ス
タ
ッ
フ
（
ヘ
ル
パ
ー
）
不
足
で
、
様
々

な
運
営
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

合
併
当
時
６
千
万
円
程
の
積
立
金
が
あ
り
、

人
件
費
の
20
％
の
負
担
、
事
務
費
や
事
業
費
に

充
て
て
き
た
が
、
現
在
で
は
補
填
を
し
な
け
れ

ば
介
護
保
険
事
業
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
不
足
の
原
因

に
つ
い
て
は
、
個
々
に
訪
問
し
協
力
を
お
願
い

し
て
い
る
が
、
現
在
の
仕
事
を
辞
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
縁
故
で
仕
事
を
し
て
い
る
な
ど
の

理
由
が
あ
り
、
事
業
所
と
し
て
は
訪
問
介
護
事

業
に
お
け
る
単
価
設
定
も
安
い
こ
と
か
ら
、
常

勤
職
員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
若

い
人
の
雇
用
も
で
き
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

委
員
か
ら
は
、
国
を
動
か
し
て
制
度
改
正
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
陳
情
等
を
あ
げ
る
な
ど

の
対
応
も
必
要
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

後
見
人
制
度
に
つ
い
て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
支
援
事
業
で
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
ま
だ
代
理
権
ま
で
は
も
ら
っ
て
い

な
い
た
め
、
令
和
３
年
度
５
町
（
大
崎
、
肝
付
、

東
串
良
、錦
江
、南
大
隅
）で
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

の
立
ち
上
げ
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
い
く

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

地
区
社
協
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
に
７
地

区
社
協
設
立
。
根
占
地
区
の
設
立
が
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
遅
れ
て
い
る
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て

設
立
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

町
内
に
お
い
て
観
光
等
調
査
を
行
い
、
各

施
設
の
管
理
者
等
か
ら
の
要
望
・
提
案
を
受

け
て
、
委
員
会
の
意
見
を
ま
と
め
た
の
で
報

告
し
ま
す
。

１
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
収
益
が
落
ち
込
む
中
、
観
光
庁
の
支
援

事
業
（
１
０
０
％
国
庫
補
助
金
）
を
導
入

し
、
今
後
の
取
り
組
み
が
期
待
で
き
る
。

観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
招
聘
事
業
で
は
、

雄
川
の
滝
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
・
宿
泊
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
ー
事
業
・（
株
）
ハ
ニ
ー
フ
ォ
レ
ス

ト
や
清
丸
水
産
加
工
所
の
立
ち
上
げ
な
ど
、

地
元
産
の
商
品
開
発
や
観
光
に
よ
る
企
業
者

育
成
を
図
っ
て
い
る
。

令
和
３
年
３
月
１
日
設
立
の
一
般
社
団

法
人
南
大
隅
町
観
光
協
会
は
、
観
光
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
育
成
と
効
果
的
な
観

光
地
経
営
を
目
的
と
し
て
い
る
。
観
光
に
よ

る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
町
全
体
に
観

光
の
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

２
、
雄
川
の
滝
で
は
、
カ
フ
ェ
出
店
者
の
山

下
氏
よ
り
現
状
説
明
が
あ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
苦
し
い
経
営
状
況
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
賃
料
の

減
免
措
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

県
の
魅
力
あ
る
観
光
づ
く
り
事
業
は
、
平

成
26
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
、
令
和
４
年
度
完

了
予
定
で
あ
る
。
概
ね
７
割
程
度
の
進
捗
で

あ
り
、
車
い
す
の
通
行
に
つ
い
て
は
、
ボ※

ー

ド
ウ
ォ
ー
ク
を
設
置
す
る
工
事
が
発
注
さ
れ

て
い
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

３
、
佐
多
岬
野
営
場
に
つ
い
て
は
、
委
員
か

ら
周
辺
施
設
と
連
携
し
て
の
活
用
と
管
理

条
例
の
早
期
制
定
に
つ
い
て
意
見
が
出
ま

し
た
。

４
、
清
丸
水
産
加
工
所
は
、
様
々
な
活
用
方

法
で
漁
業
者
の
収
入
増
が
見
込
ま
れ
、
新

た
な
観
光
振
興
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
委
員
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
な
ど
の
活
用
が
必
要
と
の
意
見
が
出
ま

し
た
。

そ
の
他
に
も
、
観
光
地
周
辺
駐
車
場
や

（
株
）
ハ
ニ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
現
地
で
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査
報
告

所
管
事
務
調
査
報
告

総
務
民
生
常
任
委
員
会

教
育
産
業
常
任
委
員
会

社
会
福
祉
協
議
会
の
概
要
等
調
査　
令
和
３
年
２
月
９
日（
火
）

観
光
等
調
査 

令
和
３
年
１
月
28
日
（
木
）

［

［
］

］※ボードウォーク：木の板張りによる遊歩道
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みんなの議会　第 45号　一般質問

〔
発
行
責
任
者
〕

　
　

議　
　

長　

松
元　

勇
治

〔
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
〕

　
　

委��

員��

長　

幸
福　

恵
吾

　
　

副
委
員
長　

後
藤　

道
子

　
　

委　
　

員　

森
田　

重
義

　
　

委　
　

員　

上
之
園
健
三

　
　

委　
　

員　

平
瀬　

十
助

　
　

委　
　

員　

大
坪
満
寿
子

みんなの議会　第 51 号　編集後記

表紙の風景
聖火リレー補助ランナーを務めた

地元中学生　（佐多岬）

編
集
後
記

南
大
隅
町
議
会
で
は
、
３
月
の
定
例
会
で
、
令
和

３
年
度
の
一
般
会
計
予
算
を
認
定
し
ま
し
た
。
予
算
額

は
７
０
億
２
千
４
２
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

６
億
５
千
２
百
６
７
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
初
予
算
は
、
骨
格
と
な
っ
て
お
り
、
新
規
事
業
等
に
つ
い

て
は
、
改
選
議
員
に
よ
っ
て
６
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策

事
業
、
ま
た
、
経
済
対
策
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

我
が
町
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
先
人
の
方
々
も
幾
多
の
困
難
を

乗
り
越
え
て
、
次
の
時
代
へ
繋
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
、
私
た
ち
も
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
議
員
一

丸
と
な
っ
て
様
々
な
諸
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
回
の
選
挙
に
よ
り
、
新
町
長
・
新
議
員
が
町
民
の
負
託
に

よ
り
、
期
待
さ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
や
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
等
に
議
会
の
果
た
す
責

任
を
強
く
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
「
み
ん
な
の
議
会
」
は
、
前
任
の
広
報
広
聴
常
任
委

員
会
で
編
集
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
の
意
見
な
ど
を
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
発
行
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

新
体
制
に
な
り
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、
町
政
が
「
み

ん
な
の
議
会
」
に
よ
り
、
開
か
れ
た
議
会
と
な
り
ま
す
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

松
元　

勇
治

　
６
月
会
議
は
、
本
庁
議
事
堂
で

８
日
、
22
日
、
23
日
、
29
日
の
予

定
で
す
。

　
「
み
ん
な
の
議
会
」
で
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
議
会
が
、
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
詳
し
い
日
程
等
は
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策

に
よ
り
分
散
避
難
所
が
増
え
る
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
停
電
発
生
時
の
避
難
所
等
へ
給
電
及
び
災

害
救
助
活
動
現
場
で
の
電
力
供
給
能
力
を
確
保
す

る
た
め
、
防
災
・
災
害
時
緊
急
対
応
用
の
防
災
対

策
車
等
を
購
入
し
ま
し
た
。

防災対策車（本庁１台・支所１台）
（プラグインハイブリッド型電気自動
車）及び可搬型給電器

この他にも、避難ルームテント・簡易
トイレ・簡易ベット・食料・飲料水・
衛生・救護用品一式等を備蓄資材とし
て購入しました。
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